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茨城水試：昭和42年度試験報告　Decen】bef1948

チョウセンハマグリの発生にかよほす環境要因
の影響に関する研究一甘

人工飼育結果について

出　中　弥太郎

InflllenCe Of Environmental Factors upon Seed

Productivity of the Hard Clam，Meretrixlamarckii

in Kashima Nada，Ibaragi PFef．pⅡ　On Artificial

Breeding

YatarOh Tanaka

この研究は昭和42年度から5か年言十画をもって，茨城県水産試戯場により実施予定の，‘鹿島淋貝類漁

場背理基礎調査I・の一部をなすものである。

宗Ⅱ報の研究目的は，チョウセン㌧ヘマクリを人工飼育することによって，標記の課役を遂行するための実

験材料の確保と，今後幼生飼育を継続する際の資料をうること，およびこれまで未知に属したこの二枚貝の

初期生活史，劫・稚貝の形態をどな明らかにすることである。

飼育実験は昭和42年8月，小容器を用い，手数のかからぬ方式でかこ売った。以下にその結果に付け加

えて，さきに昭和59年に実施した実巌とから得られた知見をとりまとめて述べる。

研究を進めるに当り，べん達下さった須藤増殖部長に感諸する。

材料および方法

1．採　卵

鹿島港においてチョウセンノ、マクリの産卵盛期に相当する7月18日，8月14日の2臥鹿島港入口に

ぉいて茨城県水産試飯場により採取された殻長5～10cmの成員を産卵誘発材料として用いた0その方法は

通常の反復温庭刺敦である。只をあらかじめ水温約20℃のもとで管理し，誘発時に定温から8・9℃・大

巾に温度を高めて刺激して放精・産卵せしめた轡

2．餌料藻類

幼生のD扶助から変態勘を通じて，あらかじめ培蕃した単種の珪藻Nitzsehia elosterium　を

餌料生物として用いた。Chaetoeeros ealcitraIIS（昭和59年実験の際に使用）の代わりに

Nitzs。hia elosterium　を給餌したわけは，餌料培養に際してNitzschiaはCbaetoeeros

におけるよりも濃くふえ，かつ持続の拗間が長いことなどから培養が容易であることと・発着がこれまでア

サリ，シオフキ夜どの飼育実験結果からみて，Clam　類幼生はNitZSChiaを摂解して成長することが

ゎかっていたからである∴ポエム※この珪藻の培輩は常法によった。

※　　東海区水産研究所増殖部

※※　2いCは鹿島瀾紺げ，にかける‾見辛低／畑．1－相打。許㈲抹先付■りして1・出潮伏流Ⅰ弗を軋

二三、二‥王※　ここに用いたN．elor；teri111－－mJ、＿きかし2り～50′‘×5へ′4ノ上り　しルかって助圧がこれを摂

餌¢）防餌頼長帥’、：加軌、らロに机・、＿り（：ノみしまれる富。
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5．朗17　方　式

田　中　弥太郎

碑鮒性のもとで批抽綿鯛背教をはかな意図から・（1）飼育海水は濾過煮沸したもの・（2）飼育水温

軒偉況（2占～28℃），（5）常時通気・（4僻料生物は単一種・（句保たれた飼育水中の餌料滋庭はやや多臼，

5～5×1D4細胞ル。培養液を直接飼育槽相加轡（占）セ訂衷※梅の正郎D扶幼生密度抹約5個

／姑（7膵府中，海水の追加，交換たどしなレ㍉

観客した材料は誘発して碍られた卵から・人工飼郡よる初期稚貝期にわたるもの・

鮒期糾，容量10鳳射りホールピペットを使って・定時に5回あて採水し，ホルマリンを加えて幼生を

固旋し，その教を算え・またアイピース1目盛の長さ4・4〃の鏡下にて幼穀の長さをできるだけ正しく測定

して成長状況をしらべた。

結　　束

醜刺激によって鹿島難産チョウセンノ、マクリが放精・産卵した成見数払7月27日実施の際t雌雄各

用，8月18日，各1個であった0抽59年における誘発実験にも成功している事実から・刺激に対

す崩三殖物質放出の感受性情ハマクリヤアサリのそれにくらペて強いといえるD

束受精卵はその直径82～84〃，同断異質の2層からたる厚さ約55〟のジェリー属をもつ0ジニリ

ー層をふくむ卵全体の径旺190～280〃・平均194〃8この卵は切開溶出法により人為的に得られた

ものと比較すると，形は球形卵黄は充実し，胚胞が消えた成熟分裂中の直ちに受精可能夜状態にあった0

畑27～28℃のもとで・受精卵杜か博聞後晰化し・嚢胚掛洲三として浮き」二がり・17－19時間後

躇長119～125相初凪jDl相生二になった（凶倣－1）U射光隼の過程および時間的経過に関して・

チョウセンハマグリが他種二枚只軸のそれと断った点はとくに認められなかったが付着性種（原しん席亜

綱に属する諸種）にみるような極薬代圧じ売レ0

卯の大きさ卜ついて，尊者が近縁椎のノ、マクリについてその卵径鯛った値扶72－75〃・ジェリー層

をふくむ卵今僻削瞞120〃であった。そこでチョウセンハマグリかこレ、マクリよりも卵が大きく・とく

にジェリー属鵬みがいちじるしい0また・軟体を包んだばかりの初期D扶幼生の鮫良は結局・由来する卵

C二）大きさに比例する。一般に・前者は後者の約1－5倍とみてよいたろう亡′そこで卵径の値がしめすように・

Dl一勝媚即チョウセンハマグリ（119～125〟）で順似糠のハマクリ（110～117〃）・コ

クマガイ（88－92〟）・アサリ（78－8D〃）などよりも大きいD

：：て　ここにいう高密鮭飼育とは5個以上／放gのD扶幼生を収容し・約1佃／爪gの変態期幼生または初期

稚貝を生産する飼育方式をさす0

かり佑5×106細胞／舶に増殖した培養液を直接加えた場合，飼育水中における培養液の濃度

は1「耶）紛糾にかいて0・占～1％に祁当する0

萩を：ミ‡発生したD批幼生を飼育確に収容して給餌し・郎澗始の意0
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人工飼育結果について

2．助勾三の成長

前述した飼育条件のもとで，殻長の平均値が121〟のD状幼生杜，給即されたNitzSChiaをよく円

内に摂取して成長し，セット後2日で離長152－15占〟，4日目，15°～17占〃・平均158〟（

15個の測定）のアンポ期（挺1版－2）に逢した。そして1週間後に掟すでに変態其射てはいったもの（図版

■　　－5，4）；9，1D目後にはベラムの退化した完朗底生初期堆月（小副ハ個体の池定で175′）が検

出された。

っぎに，今回の結果の再硯性を示すため，ここに59年鮭に実施したデークーを追加する。この際の飼育

条件が今回の42年度にかけるそれと異なる点は，餌料生物として通常のChaetoeeros ealcitransを

用いたことであ為。飼育容署心容量5しの丸フラスコ警

幼生の平均穀長杜セット後，5お、よぴ5日臼において148〟および165／㌔1過田帽には既に184

〟の変態親に逢した。＿図にみられるように幼生の成長は直線的で，1日当カの成長量托91・。変異係数は

■　●　7～10％。9日日の測定時に紬て190〟の初期稚貝と20D〃の変態槻幼生とを認めた。図版－‘～

弓●　　昭和59年実施した上記の結果虹さきに述べた42年。それとほほ合致する。したがってチョウセンハ

l　　，クリの浮遊。数は7～1岨また変態時の大きさ虹t長170～280〆∵盤とみなして誤り桑いてあ

ろう。

形態については別の機会にくわしく報ずる予定であるが，アンポ期幼生の患拭簿貿・類円形0前，後端は

角ぼる。前背蘭ま後背緑より長く，腹練はHhoか堀江津浦性ハマクリのそれと同じくふくらまぬ0この放

浪のふくらまぬ点で交裟上根薫宣長：では識別できぬコクマカイ豆※※豆と見分けることができた。幼生に特別

な色彩なく，全体として淡乱消化旨裏部は衛視色。波長約500〃の初期椎貝の蜘臓端がとがった台粗っ

妾部は淡祖色。鋸弘伸長した足，＿およびその基部に位した午後躇銅徴の外部からすかしてみえる（組版－

1▲●
占）。

図1

人工飼育によるチョウセンハマグリ幼生の成長を示す臥

Ⅹ軌セット後の経過日数　Y軌幼殻の長さ（明　敏長

についてⅠ，危険率1％のもとにかける信妬区間

その平均値。α＝鼠1杜平均値を結ぶ実線とⅩ軸とのな

す角度　α；8，12はα；9土5の範囲を示す。（）

は飼育海水1舶当りの幼生数。飼料旺Chaetoceros

ealcitrans，5～5xlO一細胞／mg，飼育水温2かJgC

※　　母且は大洗地先産。材料の入手に使宜を受けた茨城鵜水試藤本技師に感謝する0

※※　富田い‥41）の報じたハマクリの大きさ180－210〟とほほ一致0

※黒点　交板と例交板とより走る，Ressい50）のいうC型。

懲蓑．猿※　本棟は鹿島経においてチョウセンハマグリと同一場所に多産し・産卵胤もよく似する8
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ま　生　残　率

田　中弥太郎

昭和59年，Cbaetoeeros　を餌として与えた場合を示す。図示したように（括孤内の数字）・セッ

晦　におけるD扶幼生の浮遊密度は飼育水1花β当り5胤セット後5，5および7日日において・1〟当り

平均した浮遊密度はそれぞれま9佃（生存奉78％），1・7個（54％）および1個（2095）であった0

1週間目において当初の1／5の歩留り率はセット時にほほ予期した億であったが，前述した如く・このと

き既に一部の幼生は変態期に遥していたために器底に沈みがちであった。そこで実際の生残率は209もを多

少上廻る。をか，七，ト後5日日から，わずか2日間で生存率に44％の差を生じた理由については今後資

料を重ねて検討したい。

考　　察

チョウセンハマグリの人工飼育は与えられたテーマのための材料確保のためにも，今後継続実施されるべ

き重要項月であるから，以下には，とくに既述した幼生の飼育成果について考案を加える0

この′、マクリのD状幼生は通常の浮遊珪藻（Chaet（）ccrOS Calcitran8）はむろんのこと・こ

れよりも更に培巷の容易なNitヱSehia closterium　の単一餌料を餌として与え，水換えしない簡

単なやり方で成長し，変態する。すなわち幼生の餌料安来の範囲は広く，幼体は強健であること・および殊

に，飼育日数が他の二枚只勅のそれにくらべていちじるしく短拗間である：氷こと軋飼育する際の利点とい

えよう。

いま，飼育成続の良否判定の基準として幼生成長をとりあげた場合に，それは定時に射ナる群の殻長の平

均値と分散倍とで比較される。チョウセンハマグリの幼生が直線的成長を示した場合に，図示した如く・

呼に碍られたα望見1の上下に・α＝9土5の巾を設け・沈着時の大きさは平均190〟をもつ正規分布

をすると考えると，平均浮遊日数杜αの値が12の場合頼る日，dの場合は9日となる○このαの値が占～

12の範酬1今後，産卵誘発による正常た即行か飼育をお、こ査う際に，飼育管理の式の相違によって落ちる

であろうところの推定巾である0温度・栄獅沌とを考慮して・この直線の傾斜角慶を高める▼とともに・　′

分散値（59年に碍た変異係数7－10％）を低めてゆきたしへ0

他の一つの問題虹底生に移行した初期稚貝の取扱い方である。只が底生生活に移行後旺速やかに換水をお

こなった。その理由は．生活の様式が晋遊湖にかける立体形式から底生掛こ乎勧化するので，底生移行後に

かいて個体の密度が急増することと　樅月旺粘液の分泌茄が多いために浮遊如陣中における排泄物や朗など

が貝にまつわりつく（図版－5・占）。このため換水することによって正常な飼む環境を保ち・死亡率を抑え

る努力をしたのである。付着性二枚只類の場合と異なり，初批准只の扱いがむづかしい本種の採苗法につい

て今後適確各方法を考究したい。

※　マガキの場合を例にとる。チョウセン′、マクリと同じく1日当りの成長量を9〟と仮定すると▼

穀長の差（変態翔一D状期）／9＝浮遊日数の値掟チョウセンハマグリ，280－121／9幸9

マガキ，500－75／9岩25。ハマクリの浮遊日数技5週間（吉臥　－41）。

▲1‘
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要　　約
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貯拝1159，42両年鹿島難産チョウセンハマグリの人工銅百に成功した。本種の産卵銘期畑ノ，8月，鋸

鮭刺激によって生殖物質が誘発された。敷似種のそれよりも卵旺大きく，かつ厚いノ1リー楢羞＿－もつ‘，D扶

助生はNitzschia eloste rium，Chaetoceros caleitransをよく摂取して育つ。幼

生の浮遊期間比7～10日　変態勅の誕長は170～2口0〝，1佃／爪g，20％の生殊率を得た。幼生の

殻頂旺ふくれず，初期稚貝勘の輪郭は古形せ呈する‖卵，D扶幼生の大きさ，形，浮遊期間などの点に関し

て／、マクリとの差異がみられた、－飼育の効果を高めるために，幼生成長および初期稚貝の管理方式につき考

察した。
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